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【問題 1】　次の問 1～ 4 に答えよ。（解答番号　　　　　～　　　　）

問 1　次の物質（ａ～ｅ）の中で陰イオンはいくつあるか。最も適当な数を下の 1～ 6
のうちから一つ選び，番号で答えよ。　　　　

ａ　水素イオン
ｂ　水酸化物イオン
ｃ　アルミニウムイオン
ｄ　塩化物イオン
ｅ　リチウムイオン

1　1　　　 2　2　　　 3　3　　　 4　4　　　 5　5　　　 6　0

問 2　次の物質（ 1～ 5）の中で多原子イオンはどれか。最も適当なものを下の 1～ 5の
うちから一つ選び，番号で答えよ。　　　　

1　フッ化物イオン　　　　　 2　硫化物イオン　　　 3　鉄（Ⅱ）イオン
4　アンモニウムイオン　　　 5　ヨウ化物イオン
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各問題を解くにあたって，必要があれば次の数値を使用せよ。
原子量	 H　1．0	 C　12	 O　16
	 Cl　35．5	 Na　23
アボガドロ定数　6．0×1023 /mol
標準状態で 1 mol の気体が占める体積　22．4 L
ファラデー定数　9．65×104 C/mol
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問 3　次の化学式（ａ～ｆ）のうち，分子式はいくつあるか。最も適当な数を下の 1～
6のうちから一つ選び，番号で答えよ。　　　　

ａ　I2

ｂ　NaCl

ｃ　SiO2

ｄ　H2O

ｅ　Fe

ｆ　CaCl2

1　1　　　 2　2　　　 3　3　　　 4　4　　　 5　5　　 6　0

問 4　結晶に関する次の記述（ 1～ 5）の中で，誤りを含むものはどれか。最も適当な
ものを一つ選び，番号で答えよ。　　　　

1　結晶とは粒子が規則的に配列した固体のことである。
2　イオン結晶は融点が高く，硬くてもろい。
3　金属結晶は展性，延性に富み，電気伝導性がある。
4　分子結晶は電気伝導性があり，柔らかく，砕けやすい。
5　共有結合の結晶の構成粒子は原子であり，融点は非常に高い。
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【問題 2】　次の問 1～ 3 に答えよ。（解答番号　　　　　～　　　　）

問 1　次の物質（ａ～ｅ）の中で，水に電離せずに溶けるものはいくつあるか。最も適
当な数を，下の 1～ 6のうちから一つ選び，番号で答えよ。　　　　

ａ　CH3OH　　　ｂ　KCl　　　ｃ　C6H6（ベンゼン）
ｄ　C12H22O11（スクロース）　　	ｅ　NaCl

1　1　　　 2　2　　　 3　3　　　 4　4　　　 5　5　　　 6　0

問 2　溶液に関する次の記述（ａ～ｅ）の中で，誤りを含むものはいくつあるか。最も
適当な数を，下の 1～ 6のうちから一つ選び，番号で答えよ。　　　　

ａ　電解質は溶質が水に溶けて電離する物質のことであり，水素イオンを生じる。
ｂ　水溶液における溶質は，常温では常に固体である。
ｃ　沸点上昇は，溶液の沸点が純溶媒の沸点より高くなる現象である。
ｄ　沸点上昇度と凝固点降下度は，溶液の質量パーセント濃度に比例する。
ｅ　浸透圧は希薄溶液において重量濃度と絶対温度に比例する。

1　1　　　 2　2　　　 3　3　　　 4　4　　　 5　5　　　 6　0
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問 3　硝酸カリウムの飽和水溶液 100 g を 60 ℃で調製し，これを 10 ℃に冷やすと，何 g
の結晶が析出するか。最も適当な数値を下の 1～ 5のうちから一つ選び，番号で答え
よ。ただし，硝酸カリウムは水 100 g に，10 ℃で 22 g，60 ℃で 110 g 溶けるものと
する。　　　　 g

1　10　　　 2　30　　　 3　42　　　 4　78　　　 5　88
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【問題 3】　密閉容器に 0．80 mol の水素と 0．50 mol のヨウ素を混合し 450 ℃に保ったら，
0．80 mol のヨウ化水素が生成したところで次の式のような平衡状態になった。

H2	＋	I2	⇄	2HI

これに関する下の問 1， 2 に答えよ。（解答番号　　　　　，　　　　）

問 1　この反応の 450 ℃における平衡定数はいくつか。最も適当な数値を下の 1～ 6の
うちから一つ選び，番号で答えよ。　　　　

1　2　　　 2　4　　　 3　8　　　 4　12　　　 5　16　　　 6　32
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問 2　水素 0．50 mol，ヨウ素 0．50 mol を混合し 450 ℃に保った。平衡状態に達したとき，
生成したヨウ化水素 HIの物質量は何mol か。最も適当な数値を下の 1～ 6のうちか
ら一つ選び，番号で答えよ。　　　　mol

1　0．21　　　 2　0．33　　　 3　0．45
4　0．67　　　 5　0．80　　　 6　0．92
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【問題 4】下の問 1～ 3 に答えよ。（解答番号　　　　　～　　　　）

問 1　次の文章の空欄（	　　　　～	　　　　）に当てはまる用語の組合せとして最も適
当なものを下の 1～ 8のうちから一つ選び，番号で答えよ。　　　　

　温度が異なる2つの物質が接触するとき，高温の物質から低温の物質へ移動するエネ
ルギーを熱といい，その量を	　　　　という。化学カイロは鉄が空気中の	　　　　と
化合するときに発生する熱を利用している。
　物質の温度を 1 K上げるのに必要な熱量を熱容量といい，物質 1 g 当たりの熱容量
を，比熱という。一般的に比熱が大きい物質ほど	　　　　。

10 12

ア ウ
10

ア イ

ウ

ア イ ウ
1 起電力 酸素 温まりにくい
2 起電力 酸素 温まりやすい
3 起電力 二酸化炭素 温まりにくい
4 起電力 二酸化炭素 温まりやすい
5 熱量 酸素 温まりにくい
6 熱量 酸素 温まりやすい
7 熱量 二酸化炭素 温まりにくい
8 熱量 二酸化炭素 温まりやすい
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問 2　大型の試験管に水 48g を入れ，次にすばやく量りとった水酸化ナトリウム 2．0g を
加えてよくかく拌しながら温度変化を調べた。図 1は，水溶液の温度を混合の瞬間か
ら時間とともに記録したものである。この実験で発生した熱量は何kJか。最も適当な数
値を下の 1～ 6のうちから一つ選び，番号で答えよ。ただし水溶液の比熱は4．2 J/（g・K）
とする。　　　　kJ

1　1．1　　　 2　1．3　　　 3　1．5　　　 4　1．8　　　 5　2．2　　　 6　2．6

問 3　問 2の実験から，水酸化ナトリウムの水への溶解熱は何 kJ/mol となるか。最も適
当な数値を次の 1～ 6のうちから一つ選び，番号で答えよ。　　　　 kJ/mol

1　22　　　 2　26　　　 3　30　　　 4　36　　　 5　44　　　 6　46
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図 1
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【問題 5】　ハロゲン化水素について以下の問 1～ 3 に答えよ。（解答番号　　　　　～
　　　　）

問 1　次の文章の空欄（	　　　　～	　　　　）に当てはまる用語の組合せとして最も適
当なものを下の 1～ 8のうちから一つ選び，番号で答えよ。　　　　

　ハロゲンと水素の化合物はハロゲン化水素と呼ばれる。ハロゲン化水素はいずれも　	
　　　　色，刺激臭の	　　　　な気体である。ハロゲン化水素の中でもフッ化水素
の水溶液は	　　　　製の容器に保存するなど保存方法に注意する必要がある。

13
15

ア ウ
13

ア イ
ウ

ア イ ウ
1 有 有毒 ポリエチレン
2 有 有毒 ガラス
3 有 無毒 ポリエチレン
4 有 無毒 ガラス
5 無 有毒 ポリエチレン
6 無 有毒 ガラス
7 無 無毒 ポリエチレン
8 無 無毒 ガラス
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問 2　ハロゲン化水素の一つである塩化水素を食塩と濃硫酸の混合物を使って試験管内
に発生させるための実験を行った。実験に関する次の記述（ａ～ｅ）の中で，下線部
に誤りを含むものはいくつあるか。最も適当な数を下の 1～ 6のうちから一つ選び，
番号で答えよ。　　　　

ａ　この実験では塩化水素と硫酸水素ナトリウムが生じる。
ｂ　この実験では濃硫酸の不揮発性を利用して塩化水素を発生させている。
ｃ　試験管内に塩化水素を補集するときは下方置換で行う。
ｄ　捕集を行っている試験管の口に濃アンモニア水を付けたガラス棒を近づけると
塩化アンモニウムの白煙が発生する。
ｅ　実験で使われる濃硫酸は褐色ビンに入れて保存する。

1　1　　　 2　2　　　 3　3　　　 4　4　　　 5　5　　　 6　0

問 3　塩化水素 HClの水溶液は塩酸である。密度が 1．18 g/mL で，HClを 35 ％（質量
パーセント）含んでいる濃塩酸がある。0．05 mol/L の希塩酸 500 mL をつくるには，
この濃塩酸は何mL必要であるか。最も適当な数値を，次の 1～ 5のうちから一つ選
び，番号で答えよ。　　　　mL

1　1．10　　　 2　2．21　　　 3　4．41　　　 4　6．64　　　 5　8．85
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【問題 6】　金属の単体や化合物，金属イオンに関する次の問 1～ 3 に答えよ。（解答番号　
　　　　～　　　　）

問 1　次の文章の空欄（	　　　　～	　　　　）に当てはまる用語の組合せとして最も適
当なものを下の 1～ 8のうちから一つ選び，番号で答えよ。　　　　

　金属は，多数の原子が	　　　　によって結び付けられ，規則正しく配列して出来
ている。化学的性質はそれぞれの金属によって異なる。金属元素の中でも周期表の 3
～ 11 族（12 族を含むこともある）に属する	　　　　元素は他の元素の単体を混合
して凝固させた合金をつくりやすいという特徴をもち，単体や化合物は	　　　　に
利用されるものが多い。

問 2　金属の単体や化合物に関する次の記述（ａ～ｅ）の中で，下線部に誤りを含むものは
いくつあるか。最も適当な数を下の 1～ 6のうちから一つ選び，番号で答えよ。　　　　

ａ　アルミニウム単体は，ボーキサイトから得られる酸化アルミニウムを石灰石と
ともに融解し，電気分解してつくられる。
ｂ　ミョウバンは硫酸アルミニウムと硫酸カルシウムから得られる複塩である。
ｃ　金は濃塩酸や濃硝酸には溶けないが，これらを混合した王水には溶ける。
ｄ　銀の単体の熱伝導性は，室温ではすべての金属元素の単体中最大である。
ｅ　ニクロムはニッケルとクロムの合金であり銅と比べて電気抵抗が小さく，ヘア
ドライヤーなどに用いられる。

1　1　　　 2　2　　　 3　3　　　 4　4　　　 5　5　　　 6　0

16 18

ア ウ
16

ア

イ
ウ

ア イ ウ
1 不対電子 典型 中和剤
2 不対電子 典型 触媒
3 不対電子 遷移 中和剤
4 不対電子 遷移 触媒
5 自由電子 典型 中和剤
6 自由電子 典型 触媒
7 自由電子 遷移 中和剤
8 自由電子 遷移 触媒
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問 3　金属イオン Cu2＋，Fe3＋，Pb2＋を含む混合水溶液がある。これらを図 2の操作によ
り，それぞれのイオンに分離した。図中の沈殿アに分離されるイオンと，ろ液イに含
まれるイオンの組合せとして最も適当なものを次の 1～ 6うちから一つ選び，番号で
答えよ。　　　　18

図 2

沈殿

沈殿　ア ろ液　イ

ろ液

Cu2+, Fe3+, Pb3+

H2Sを通じる。

H2SO4を加える。

沈殿ア ろ液イ
1 Cu2＋ Pb2＋

2 Cu2＋ Fe2＋

3 Fe2＋ Cu2＋

4 Fe2＋ Pb2＋

5 Pb2＋ Cu2＋

6 Pb2＋ Fe2＋
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【問題 7】　次の問 1～ 3 に答えよ（解答番号　　　　　～　　　　）

問 1　セッケンに関する次の記述（ａ～ｅ）の中で，下線部に誤りを含むものはいくつ
あるか。最も適当な数を下の 1～ 6のうちから一つ選び，番号で答えよ。　　　　

ａ　セッケンは水溶液中では一部加水分解し，水溶液は弱塩基性を示す。
ｂ　セッケンは，水に溶かすと水の表面張力を低下させる。
ｃ　セッケンの洗浄力は，カルシウムイオンCa2＋を多く含む硬水中でも低下しない。
ｄ　油をセッケン水に入れて振り混ぜると，乳濁液となる。
ｅ　セッケンは，水溶液中で集合してミセルをつくるとき，親水基を内側に向ける。

1　1　　　 2　2　　　 3　3　　　 4　4　　　 5　5　　　 6　0

問 2　次の記述（ａ～ｅ）の中で，ホルムアルデヒドとメタノールの両方に該当するも
のが二つある。その組合せとして最も適当なものを下の 1～ 0のうちから一つ選び，
番号で答えよ。　　　　

ａ　適切な酸化剤を用いて酸化すると，カルボン酸を生成する。
ｂ　単体のナトリウム Naを加えると反応し，水素を発生する。
ｃ　常温・常圧で無色の液体である。
ｄ　化合物 Aは，無色の揮発性の液体である。
ｅ　水によく溶け，均一の溶液となる。

1　ａ・ｂ　　　 2　ａ・ｃ　　　 3　ａ・ｄ　　　 4　ａ・ｅ　　　 5　ｂ・ｃ
6　ｂ・ｄ　　　 7　ｂ・ｅ　　　 8　ｃ・ｄ　　　 9　ｃ・ｅ　　　 0　ｄ・ｅ
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問 3　図 3はエタノールから化合物 Aを合成するための実験装置である。枝付きフラス
コに濃硫酸と沸騰石を入れ，ここにエタノールを滴下した後，混合物を油浴で約
140 ℃に加熱したところ，化合物 Aが氷水で冷やした三角フラスコに捕集された。
この実験に関する記述（ａ～ｅ）の中で，誤りを含むものはいくつあるか。最も適当
な数を下の 1～ 6のうちから一つ選び，番号で答えよ。　　　　

ａ　フラスコ内の濃硫酸に沸騰石を入れるのは，沸騰を早くさせるためである。
ｂ　油浴を加熱するのに電熱ヒーターを用いるのは，エタノールと化合物 Aへの
引火を防ぐためである。
ｃ　温度を高くしすぎるとエチレンが発生することがある。
ｄ　アンモニア性硝酸銀水溶液を加えて温めると，銀が析出する。
ｅ　化合物 Aは，同じ分子式をもつアルコールより沸点が高い。

1　1　　　 2　2　　　 3　3　　　 4　4　　　 5　5　　　 6　0

21

図 3

枝付きフラスコ

電熱ヒーター

温度計

冷却水

油浴

濃硫酸沸騰石

氷水

リービッヒ冷却器

アダプター

三角フラスコ

エタノール
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【問題 8】　次の問 1～ 3 に答えよ（解答番号　　　　　～　　　　）

問 1　次の記述（ａ～ｅ）の中で，誤りを含むものはいくつあるか。最も適当なものを
下の 1～ 6のうちから一つ選び，番号で答えよ。　　　　

ａ　熱可塑性樹脂は加熱すると軟化し，冷やすと再び硬くなる性質をもつ。
ｂ　ポリエチレンやポリ塩化ビニルは代表的な熱可塑性樹脂である。
ｃ　尿素樹脂，フッ素樹脂，メラミン樹脂は熱硬化性樹脂に分類される。
ｄ　フェノール樹脂はフェノールとホルムアルデヒドを付加縮合させてつくる合成
樹脂である。
ｅ　ポリエチレンテレフタラート樹脂は熱可塑性樹脂であるが，縮合重合で合成さ
れる。

1　1　　　 2　2　　　 3　3　　　 4　4　　　 5　5　　　 6　0
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問 2　ポリエチレン 2．8 g を完全燃焼させると，何 gの二酸化炭素が発生するか。最も適
当な数値を，下の 1～ 6のうちから一つ選び，番号で答えよ。　　　　 g

1　1．1　　　 2　2．2　　　 3　4．4　　　 4　5．5　　　 5　6．6　　　 6　8．8

問 3　平均分子量 4．80×104 のポリエチレンテレフタラート 1分子中には，平均で何個の
エステル結合が含まれるか。最も適当な数値を，下の 1～ 6のうちから一つ選び，番
号で答えよ。　　　　個

1　　250　　　 2　260　　　 3　270　　　 4　500　　　 5　520　　　 6　540
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